
板橋区廃棄物処理手数料徴収事務委託に関する検査実施細目 

 

（趣旨） 

第 1条 この実施細目は、板橋区廃棄物処理手数料徴収事務委託に関する検査要綱

（以下「要綱」という。）により、受託者に対して行う検査についての細目を定

める。 

（検査の実施方法等） 

第 2条 検査の方法は、実地検査とし、次の事由に該当する取扱所については、重

点的に実施するものとする。 

 （1） 前回の検査で検査及び指導事項に関して再検査とした取扱所 

 （2） 前回の検査で重大な指導又は指摘事項のあった取扱所 

 （3） 実績報告書の提出が遅れた取扱所 

 （4） 実績報告書の誤記入があった取扱所 

 （5） 徴収した処理手数料の納付が遅れた取扱所 

 （6） その他、板橋区廃棄物処理手数料徴収事務委託契約書の内容に鑑み、重大

な契約違反の疑いがあると認められる取扱所 

2  前項第 2 号における重大な指導又は指摘事項とは、廃棄物処理手数料（ごみ処

理券）徴収事務の検査及び指導票（以下「検査及び指導票」という。）（別記第 1

号様式）において、検査及び指導項目にＣ評価（適正に措置するよう改善を求め

た場合。以下同じ。）があった取扱所をいう。 

（指導の通知） 

第 3条 徴収事務の委託を所管する清掃事務所長又は清掃事業を担当する課長（以

下「所管課長等」という。）は、検査を実施しようとするときは、原則として、

受託者と事前に日程を調整し、検査の日時、項目等を記載した通知書により、受

託者に事前に連絡しなければならない。ただし、前条第 1項第 3号から第 6号ま

でに該当する取扱所のうち、緊急を要する等の理由が認められる場合は、この限

りではない。 

（徴収事務の検査及び指導項目等） 

第 4条 検査及び指導項目等は、検査及び指導票のとおりとする。 

（検査結果の講評等） 

第 5条 検査員は、検査を終了したときは、受託者に対し、検査及び指導票を交付

し、検査結果について講評を行うとともに、具体的な指導及び助言を行う。 

2   検査員は、検査終了後、現金及び物品出納簿の最終行等に検査日を記入すると

ともに検査印を押印しなければならない。 

（指導結果の報告） 

第 6条 検査員は、指導終了後速やかに廃棄物処理手数料（ごみ処理券）徴収事務



の検査及び指導報告書（以下「検査報告書」という。）（別記第 2号様式）を作成

し、所管課長等に報告しなければならない。 

2   要綱第 10 条のただし書きに規定する検査において特に重大な事項であると認

められる場合とは、検査及び指導票における検査及び指導項目にＣ評価があった

ときをいい、その場合はその検査報告書の写し及びその状況の顛末に意見を付し

て、直ちに資源環境部長に報告しなければならない。 

付 則 

   この実施細目は、平成 12年 4月 1日から施行する。 

付 則 

この実施細目は、平成 17年 4月 1日から施行する。 

付 則 

この実施細目は、平成 25年 10月 1日から施行する。 

付 則 

この実施細目は、平成 30年 4月 1日から施行する。 

付 則 

この実施細目は、令和 3年 4月 1日から施行する。 

付 則 

  この実施細目は、令和 5年 10月 1日から施行する。



 

 



 


